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四万十川は、その源を高知県高岡郡津野町の不入山（標高 1,336m）に発し、中村平野で後川及び中筋川
を合わせ太平洋に注ぐ、幹川流路延長196km、流域面積2,186km² の一級河川です。
流域は、高知、愛媛両県にまたがり、四万十市など 3 市 7 町 1 村からなり、流域内人口は約 9.1 万人（平
成 26 年度河川現況調査）、流域の土地利用は、山地が約 92％を占め、農地が約 6%、約 2%の市街地に人口
が集中しています。
年間平均降水量は約2,900mmと全国平均（約1,700mm）の約1.7倍であり、全国でも有数の多雨地帯です。
また、四万十川下流部及び後川下流部、中筋川下流部の中村平野は、四万十川の計画規模の洪水時におけ
る水位より堤内地盤高が低く、このような平地で堤防決壊による外水氾濫が発生すれば、甚大な被害が発
生する危険性を有しています。
景観・環境面では四万十川そのものが観光資源となっており、年間約 105 万人（令和 4 年）もの観光客が
訪れます。
また、河口に近い海水と淡水が混じる汽水域では、スジアオノリの生育やアカメ等の仔稚魚の生育場として
重要な役割を果たしているコアマモが生育しているなど、流域では、恵まれた豊かな自然環境を背景として、
それらと共存した産業や社会生活が営まれています。
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南海震災による四万十川橋の落橋
昭和21年12月21日(四万十市郷土博物館)

　かつての四万十川は暴れ川で氾濫を繰り返し、流路が度々変遷していました。
　江戸時代前期の17世紀には、当時の土佐藩家老、野中兼山（1615～1663年）が治水や港湾改修に
乗り出し、中筋川の排水改良、後川の麻生堰、四万十川河口の下田港の開削を図るなど、地域の基盤整備
の指揮を行いました。
　国による河川改修は昭和4年に着手し、戦争による工事の遅れや南海大地震の被災を受けながら、中筋
川と四万十川合流点を下流に移す背割堤築造、甲ヶ峯開削を始めとした治水事業に取り組んできました。
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河川事業箇所図

築堤事業

南海トラフ巨大地震対策

河道掘削事業
四万十川及び後川において、流下能力の向上を図るため

河道掘削及び樹木伐採を推進します。

四万十川・後川・中筋川の樋門について、耐震補強工事を行います。
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山路箇所

四万十川の堤防の断面が不足して
いる範囲を対象に堤防拡幅による堤
防整備を進めています。令和７年度
は堤防拡幅工事を推進します。 山路箇所

堤防拡幅

←四万十川

環境事業
四万十川自然再生事業の一環として
森沢地区において、ツル類の餌となる
魚類の繁殖拠点を整備します。
（自然再生事業の概要についてはP.5）

中
筋
川

中
筋
川

河川編

四万十川かわまちづくり事業
四万十川かわまちづくりの

ハード施策として整備予定の
入田箇所の親水護岸および
管理用通路の検討を実施
します。

大方
四万
十道
路

四万十川
中筋川

四万十川自然再生事業《中筋川箇所》

四万十川自然再生事業《四万十川 下流箇所》

河川改修事業 《不破箇所》

河川改修事業 《後川》

河川改修事業 《山路箇所》

南海トラフ巨大地震対策

四万十川自然再生事業《四万十川 入田箇所》

四万十川かわまちづくり事業
《四万十川 入田・具同・百笑地区》



【四万十市における生態系ネットワークの到達目標】
四万十市の「宝」である生態系を保全し、活かし、地域の活力にする

中山地区において、ツル類のねぐらを整備するなど、
ツル類が安心して越冬できる環境づくりを目指します。

中山地区（整備後）
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自然保護

地域連携

「シンボル」ツル類からの展開

　四万十川自然再生事業は、四万十川でかつて見られた白い礫河原と広い水面、冬にはツル類の越冬が見られる
良好な自然環境の復元を目指すもので、平成１４年度より以下の３つの事業を行っています。令和 6 年度はツル
の里づくりについて中山地区における湿地の改良工事及び各事業においてモニタリング調査を実施します。

　アユの瀬づくり事業における樹木の間伐、伐竹後、アユの産卵
場が拡大してきたことが確認されています。また、木漏れ日が
広く行き渡るようになった河川敷には菜の花が自然に発芽・開花
するようになり、「入田ヤナギ林菜の花まつり」が誕生し、四万十
市の一大イベントとして定着しています。

中山地区（整備前）
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　つる類を指標とした生態系ネットワークを形成し、魅力ある
地域づくりを目指すため「四万十川流域生態系ネットワーク推
進協議会」を設立し、取り組みを進めています。

ねぐら 外敵侵入防止水路
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河川編
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●上水道や農業用水など、川の水を利用
する場合の許認可
●河川敷につくられる公園、運動場などの
許認可
●橋や水門など、川につくられる工作物の
審査

老朽化した施設や設備の更新を行い、
施設の信頼性向上を図ります。

※電光表示板は、津蔵渕水門、実崎樋門、古津賀樋門の
　3施設に設置しています。

さんざきひもん

河川に関する許認可事務
河川を利用する場合に必要な許認可
に関する手続きを行っています。

護岸修繕の様子

河川編

社会意識の変革を受け、水防災意識社会を再構築する取組を行っています。
四万十川においても、河川管理者・高知県・四万十市、気象台、国土地理院などからなる協議会を設置して減災のための

目標を共有し、各対策を一体的・計画的に推進することとしています。

近年激甚化している水災害等に備えるため、集水域から氾濫域にわたる流域全体のあらゆる関係者が協働して流域全体で
水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を推進しています。
令和３年３月に公表しました「四万十川流域治水プロジェクト」に基づき取組を進めるとともに、水害リスクマップと代表的な

取組の指標を活用した「流域治水の見える化」を行うなど、流域治水の推進に向けた取組の拡大も図っていきます。

・四万十川、後川、中筋川の堤防・樋門
などの整備

・避難行動、水防活動、排水活動などの
ための基盤整備

・長期浸水対策のための排水作業準備計画
の策定

・防災訓練（情報通信訓練等）を定期的に
実施

・支川における河床掘削、
築堤など

・要配慮者施設管理者への
説明会

流域治水の取組



（H15、17年度新直轄方式の指定L=17.7km）

有料道路有料道路事事

（H28.4.23開通L=4.1km）

なんこく南IC～
　高知龍馬空港IC

（H27.3.22開通L=4.7km）
高知南IC～なんこく南IC

（H24.12.9開通L=14.8km）

新直轄区間
（中土佐IC～四万十町中央IC）

（R3.2.27開通L=6.2km）
高知IC～高知南IC

（H30.11.17開通L=6.1km）

（H24事業化L=5.0km）

（H24事業化L=6.2km）

（H29事業化L=14.0km）

（H31事業化L=7.9km）

（H14.9.13開通L=7.0km）

中村宿毛道路（間IC～平田IC）

（H21.3.20開通L=6.1km）

中村宿毛道路（四万十IC～間IC）

（R2.7.5開通L=7.6km）
中村宿毛道路（平田IC～宿毛和田IC）

（R4事業化L=4.7km)

（R6事業化L=7.1km)

宿毛内海道路宿毛内海道路
（宿毛新港IC（仮称）～一本松IC（仮称））（宿毛新港IC（仮称）～一本松IC（仮称））

宿毛内海道路宿毛内海道路
（宿毛和田IC～宿毛新港IC（仮称））（宿毛和田IC～宿毛新港IC（仮称））

（R4事業化L=7.6km)

宿毛内海道路宿毛内海道路
（御荘IC（仮称）～内海IC（仮称））（御荘IC（仮称）～内海IC（仮称））

（R6事業化L=9.8km)

宿毛内海道路宿毛内海道路
（一本松IC（仮称）～御荘IC（仮称））（一本松IC（仮称）～御荘IC（仮称））

（H24.3.10開通L=16.3km）
宇和島北IC～西予宇和IC

（L=17.5km）
宇和島道路

（H26.3.9開通L=2.2km）

香南のいちIC～
　香南かがみIC

（R7.3.15開通L=3.5km）

高知龍馬空港IC高知龍馬空港IC
　～香南のいちIC　～香南のいちIC

（H23事業化L=8.5km）

南国安芸道路南国安芸道路
（芸西西IC～安芸西IC（仮称））（芸西西IC～安芸西IC（仮称））

（H24事業化L=5.8km）

安芸道路安芸道路

（R4事業化L=9.1km）

（R6事業化L=4.0km）

奈半利安芸道路（安田～安芸）奈半利安芸道路（安田～安芸）

奈半利安芸道路（奈半利～安田）奈半利安芸道路（奈半利～安田）

窪川佐賀道路（佐賀工区）窪川佐賀道路（佐賀工区）

佐賀大方道路佐賀大方道路

大方四万十道路大方四万十道路

窪川佐賀道路（窪川工区）窪川佐賀道路（窪川工区）
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御荘IC(仮称)
城辺IC(仮称)

内海IC(仮称)

津島
岩松IC

津島高田IC

宇和島北IC

西予宇和IC

大洲北只IC

大洲IC

松山IC

今治IC

今治湯ノ浦IC

いよ小松IC•JCT 川之江JCT 川之江東JCT

坂出JCT

（H27.3.21開通L=3.5km）

宇和島道路

香南かがみIC～香南やすIC

香南やすIC～芸西西IC

（H25.2.17開通L=2.9km）

（H23.3.26開通L=3.9km）

片坂バイパス

（津島岩松IC～津島高田IC）

（H24事業化L=10.3km）
津島道路

【高規格幹線道路】
　高速自動車国道
4車線以上 暫定2車線 2車線 事業箇所

調査中区間4車線以上 暫定2車線

4車線以上 事業箇所 調査中区間

2車線 事業箇所
　一般国道自動車専用道路

【地域高規格道路】
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（H15、17年度新直轄方式の指定L=17.7km）
新直轄区間（阿南～徳島東）新直轄区間（阿南～徳島東）

事事 業区間（徳島JCT～徳島沖洲IC）業区間（徳島JCT～徳島沖洲IC）

（R3事業化L=9.0km）

北川道路（１工区）北川道路（１工区）

（H25事業化L=4.0km）
（R7.2.8和田トンネル区間開通L=2.7km）

北川道路（2-2工区）北川道路（2-2工区）

（H22.８.20全線開通L=5.0km）

北川奈半利道路北川奈半利道路

（H31事業化L=14.3km）
海部野根道路

（H23事業化L=6.5km）
桑野道路　桑野道路　

（R4.3.21開通L=4.7km）

（H24事業化L=9.6km）
福井道路福井道路

（R3.3.21開通L=2.4km）（R3.3.21開通L=2.4km）

（H23.7.16全線開通L=9.3km）（H23.7.16全線開通L=9.3km）

徳島沖洲IC～徳島津田IC徳島沖洲IC～徳島津田IC

日和佐道路日和佐道路

（R2事業化L=8.5km）
野根安倉道路

徳島沖洲IC徳島沖洲IC
徳島JCT徳島JCT

阿南IC(仮称)阿南IC(仮称)

徳島IC徳島IC

鳴門JCT鳴門JCT

津田東IC津田東IC高松東IC高松東IC

徳島津田IC徳島津田IC

四国四県を結ぶ将来の高速交通ネットワークの愛称です。
この高速道路ネットワークが”8の字”を描くことから名付けられました。

道路編

8の字NW

開通済

事業中

未事業化

約800km

608km

164km

約20km

整備率

約76%

約21%

約3%

整備状況（R7.4.1時点）

凡 例
一般国道（直轄管理区間）
一般国道（県管理区間）
開通区間
事業区間

津野町

梼原町

中土佐町

四万十町

四万十市

宿毛市

三原村

土佐清水市

大月町

至 高知市

須崎市

西予市

鬼北町

松野町

宇和島市

愛南町

黒潮町

至 松山市

須崎西ＩＣ

四万十町中央ＩＣ

四万十町西ＩＣ

黒潮拳ノ川ＩＣ

黒潮佐賀ＩＣ

黒潮上川口ＩＣ
黒潮大方ＩＣ

（仮）古津賀ＩＣ

四万十ＩＣ

宿毛和田ＩＣ

（仮）内海ＩＣ

（仮）御荘ＩＣ

西予宇和ＩＣ

宇和島北ＩＣ

津島岩松ＩＣ

（仮）津島南ＩＣ

H24年度事業化
（事業中） L=5.0km

L=6.1km

窪川佐賀道路（窪川工区）
くぼかわ  さ が

H30年度
開通

片坂バイパス
かたさか

L=14.0km
H29年度事業化
（事業中）

佐賀大方道路
さ が おおがた

L=7.9km
H31年度事業化
（事業中）

大方四万十道路
おおがた しまんと

L=20.7km
R2年度
開通

中村宿毛道路
なかむら すくも

くぼかわ

H24年度事業化
（事業中） L=6.2km

窪川佐賀道路（佐賀工区）
くぼかわ  さ が さ が

愛媛県

高知県

道路事業箇所図

（仮）城辺ＩＣ

R4年度
事業化

（事業中）

R6年度
事業化

（事業中）R6年度事業化
（事業中）

宿毛内海道路（宿毛和田～宿毛新港）

宿毛内海道路（一本松～御荘）
宿毛内海道路（宿毛新港～一本松）

L=4.7km
L=9.8km

L=7.1km

すくもうちうみ
すくもうちうみ

すくもうちうみ

すくもしんこう

すくもしんこうすくもわだ

いっぽんまつ
いっぽんまつ みしょう

（仮）一本松ＩＣ

（仮）宿毛新港ＩＣ



（宿毛和田～宿毛新港）　 延長=7.1 km（宿毛和田～宿毛新港）　 延長=7.1 km

国道５６号佐賀大方道路・大方四万十道路は、中村宿毛道路や窪川佐賀道路と一体となって
高規格道路ネットワークを形成し、国道５６号の幡多郡黒潮町佐賀から四万十市右山間に
おける、南海トラフ地震など災害時の緊急輸送道路の確保や医療施設までの速達性向上
並びに地域産業活性化の支援を目的とする道路です。
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367

25

くろしお こぶしのかわ

くろしお  さ　が

L=58ｍ

L=1，831ｍ L=396ｍ

L=115ｍ

L=458ｍ L=116ｍ

L=71ｍ

L=136ｍ

L=117ｍ

L=665ｍ

L=936ｍ

L=518ｍ

L=48ｍ（上り）
L=47ｍ（下り）

L=86ｍ（上り）　L=60ｍ（下り）

黒潮町黒潮町

佐賀工区　延長＝6.2km佐賀工区　延長＝6.2km
片坂バイパス片坂バイパス
平成30年11平成30年11

中央分離帯なし
片坂バイパス（IC部除く）、佐賀工区（一部土工部除く）

3.5m 3.5m1.75m 1.75m
10.5m

一般部及び中小橋（橋長L=50m未満）部

3.5m 3.5m1.25m 1.25m

9.5m

長大橋（橋長L=50m以上）部 トンネル部

3.5m1.75m 3.5m 1.75m
10.5m

四万十町金上野 令和7年1月撮影黒潮町熊野浦 令和7年1月撮影

国道56号 窪川佐賀道路
国道５６号窪川佐賀道路は、四国横断自動車道や片坂バイパス、佐賀大方道路と
一体となって高規格道路ネットワークを形成し、国道５６号の高岡郡四万十町
平串から幡多郡黒潮町佐賀間における、南海トラフ地震など災害時の緊急輸送
道路の確保や医療施設までの速達性向上、地域産業活性化の支援を目的とする
道路です。

事業概要2025

（宿毛和田～宿毛新港）　 延長7.1 km（宿毛和田～宿毛新港）　 延長7.1 km

窪川工区　延長＝5.0km窪川工区　延長＝5.0km

325

326

52

四万十町四万十町

四万十町西IC四万十町西IC

四万十町中央IC四万十町中央IC

し ま ん とちょうにし

し ま ん とちょうちゅうおう

月17日開通月17日開通
延長＝6.1km延長＝6.1km

L=1，916ｍ

L=264ｍ
L=12ｍ

L=30ｍ

L=418ｍ

L=193ｍ

L=1,337ｍ

L=36ｍ

L=44ｍ

4

3

窪川・佐賀両工区において
調査設計、用地取得、改良工事、橋梁工事、トンネル工事を推進します。

／ 窪川工区：高知県高岡郡四万十町平串～四万十町金上野
 佐賀工区：高知県幡多郡黒潮町拳ノ川～黒潮町佐賀
／ 窪川工区：5.0 km(2車線)、佐賀工区：6.2 km(2車線)
／ 第１種第３級
／ 80 km/h
  ／ 平成 24 年度

●区　　間

●延　　長
●構造規格
●設計速度
●事業着手年度

道路編

四万十町平串 令和7年1月撮影四万十町見付 令和7年1月撮影

43

中央分離帯あり
窪川工区全線、片坂バイパス（IC部）、佐賀工区（一部土工部除く）

1.75m

一般部（幅員は、橋梁部、トンネル部も同じ）

3.5m1.5m

12.0m

3.5m1.75m

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地図25000を複製したものである（承認番号　平30四複、第106号）許可なく複製を禁ずる
※未供用区間のトンネル・橋梁名称は仮称。



IC

IC
IC

黒潮町役場

四万十市役所

1000500500m 0

至  

宿
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市
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( )

四万十市四万十市 柳の川大橋
Ｌ＝120ｍ

高知谷川橋
Ｌ＝35ｍ

田ノ口トンネル
Ｌ＝947ｍ

蛎瀬川橋
Ｌ＝244ｍ

銅山谷川橋
Ｌ＝21ｍ

しだの川橋
Ｌ＝137ｍ

新逢坂トンネル
Ｌ＝151ｍ

古津賀第１橋
Ｌ＝79ｍ

古津賀第２橋
Ｌ＝71ｍ

後川橋
Ｌ＝869ｍ

大方四万十道路　延長＝7.9km大方四万十道路　延長＝7.9km
高
知
県
幡
多
郡
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町
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知
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延長＝2.8km延長＝2.8km 延長＝5.1km延長＝5.1km 延長＝6.2  km延長＝6.2  km

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地図25000を複製したものである（承認番号　平30四複、第106号）許可なく複製を禁ずる
※未供用区間のトンネル・橋梁名称および古津賀IC名は仮称。

国道５６号佐賀大方道路・大方四万十道路は、中村宿毛道路や窪川佐賀道路と一体
となって高規格道路ネットワークを形成し、国道５６号の幡多郡黒潮町佐賀から
四万十市右山間における、南海トラフ地震など災害時の緊急輸送道路の確保や
医療施設までの速達性向上並びに地域産業活性化の支援を目的とする道路です。

国道56号 佐賀大方道路
　　　　  大方四万十道路
国道56号 佐賀大方道路
　　　　  大方四万十道路

事業概要2025

四万十IC付近 令和7年1月撮影 黒潮大方IC付近 令和7年1月撮影

四万十IC

古津賀IC
（仮称）

黒潮大方IC

新逢坂
トンネル

田ノ口トンネル
至
黒
潮
上
川
口
IC

至宿毛市 至間IC

至高知市

黒潮大方IC

田ノ口トンネル

至古津賀IC（仮称）

至黒潮上川口IC

至高知市

至四万十市

12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m

12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m 12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m

一般部 橋梁部
トンネル部
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至  
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市
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郡
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町
佐
賀

は
た
ぐ
ん
く
ろ
し
お
ち
ょ
う
さ
が

黒潮町黒潮町

伊田川第１橋
Ｌ＝40ｍ

伊田川第２橋
Ｌ＝35ｍ

伊田川第３橋
Ｌ＝42ｍ

有井川大橋
Ｌ＝229ｍ

有井川トンネル
Ｌ＝139ｍ

藤の花橋
Ｌ＝40ｍ

除ヶ谷川橋
Ｌ＝88ｍ

為野川大橋
Ｌ＝138ｍ

蜷川橋
Ｌ＝201ｍ

東分川橋
Ｌ＝173ｍ

湊川橋
Ｌ＝112ｍ

南郷橋
Ｌ＝66ｍ

加持大橋
Ｌ＝495ｍ

伊与木川大橋
Ｌ＝182ｍ

坂折トンネル
Ｌ＝470ｍ
坂折橋
Ｌ＝51ｍ

馬地第１トンネル
Ｌ＝285ｍ
小馬地川橋
Ｌ＝43ｍ

馬地川第１橋
Ｌ＝69ｍ

馬地川第2橋
Ｌ＝38ｍ

馬地第２トンネル
Ｌ＝230ｍ

黒潮トンネル
Ｌ＝2,113ｍ

伊田郷トンネル
Ｌ＝636ｍ

佐賀大方道路　延長＝14.0km佐賀大方道路　延長＝14.0km

延長＝6.2  km延長＝6.2  km 延長＝7.8km延長＝7.8km
3

4

佐賀大方道路 ：
 調査設計、用地取得、改良工事、橋梁工事を推進します。
大方四万十道路 ：
 調査設計、用地取得、橋梁工事を推進します。

／ 自 ： 高知県幡多郡黒潮町佐賀
 至 ： 高知県四万十市右山
／ 佐賀大方道路 ： 14.0 km
 大方四万十道路 ： 7.9 km
／ 第１種第３級（2車線）
／ 80km/h
  ／ 佐賀大方道路 ： 平成29年度
   大方四万十道路 ： 平成31年度（令和元年度）

●区　　間

●延　　長

●構造規格
●設計速度
●事業着手年度

●区　　間

●延　　長

●構造規格
●設計速度
●事業着手年度

道路編

黒潮上川口IC付近 令和7年1月撮影 黒潮佐賀IC付近 令和7年1月撮影

黒潮上川口IC

至黒潮大方IC

至黒潮佐賀IC

至高知市

至四万十市

3

黒潮佐賀IC

馬地第１トンネル
馬地第２トンネル

黒潮トンネル

伊田郷トンネル

至黒潮上川口IC

至黒潮拳ノ川IC

至高知市

至四万十市

坂折トンネル

4



至四万十市至四万十市

至 宇和島市至 宇和島市

1 2
宿毛新港宿毛新港

至 四万十市至 四万十市

至 宇和島市至 宇和島市

一本松IC（仮称）付近 宿毛新港IC（仮称）付近

56

56

主

高知県高知県
宿毛市宿毛市

愛媛県愛媛県
南宇和郡南宇和郡
愛南町愛南町

宿毛新港インター線宿毛新港インター線
（高知県施行）（高知県施行）

県道片島港線県道片島港線

宿毛城辺線宿毛城辺線

宿毛新港宿毛新港

宿毛市役所宿毛市役所

321
354

しん

宿毛新港IC

382県道篠山公園線県道篠山公園線

299
県道一本松城辺線県道一本松城辺線

ぽんいっ まつ

一本松IC一本松IC

宿毛内海道路宿毛内海道路

（宿毛新港～一本松） 延長=4.7 km（宿毛新港～一本松） 延長=4.7 km （宿毛和田～宿毛新港）　 延長7.1 km（宿毛和田～宿毛新港）　 延長7.1 km

宇須々木川橋
L=184m

志沢尾川橋
L=95m

大深浦川橋
L=25m

宿毛第4トンネル
L=185m

宿毛第5トンネル
L=150m

小深浦川橋
L=20m

錦川橋
L=30m

小樺川橋
L=126m

赤木川第1橋
L=55m

一本松トンネル
L=1,810m

赤木川第3橋
L=24m

赤木川第2橋
L=23m

宿毛第3トンネル
L=310m

2

1

国道56号 宿毛内海道路
  （宿毛和田～宿毛新港、宿毛新港～一本松）

国道56号宿毛内海道路は、四国横断自動車道の一部を構成し、南海トラフ地震
発生時に住民の避難や緊急物資の輸送を支える「命の道」として機能する
信頼性の高い道路ネットワークを形成するとともに、都市部や空港、医療施設等
への速達性向上により、四国西南地域における観光振興や地域産業、緊急搬送
など医療活動の支援を目的とする道路です。

事業概要2025

宿毛和田IC 付近

至宇和島市至宇和島市

至 四万十市至 四万十市

3

12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m

一般部

12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m

橋梁部

12.0m

1.5m 3.5m3.5m 1.75m1.75m

トンネル部【国土地理院「地理院タイル」に道路データを追記して掲載】
※未供用区間のIC・トンネル・橋梁名称は仮称。

56

 宿毛津島線宿毛津島線主

（宿毛和田～宿毛新港）　 延長=7.1 km（宿毛和田～宿毛新港）　 延長=7.1 km

宿毛第1橋
L=115m

宿毛第2橋
L=100m

宿毛第2トンネル宿毛第2トンネル
L=190mL=190m

篠川第2橋
L=170m 宿毛和田IC橋

L=45m宿毛第1トンネル
L=680m

篠川第1橋
L=105m

松田川橋
L=580m

3

道路編
全線での
調査設計を推進します。

／ 宿毛和田～宿毛新港 ：高知県宿毛市和田～宿毛市樺
 宿毛新港～一本松 ：高知県宿毛市樺～愛媛県南宇和郡愛南町中川
／ 宿毛和田～宿毛新港 ：7.1 km
 宿毛新港～一本松 ：4.7 km
／ 第１種第３級（2車線）
／ 80 km/h
  ／ 宿毛新港～一本松 ：令和４年度
   宿毛和田～宿毛新港 ：令和６年度 

　

　　

●区　　間

●延　　長

●構造規格
●設計速度
●事業着手年度



（H15、17年度新直轄方式の指定L=17.7km）

事事

高知県内における“国道56号の交通難所”
国道56号は、四国西南部の変化の多い海岸線や山岳地帯を通過しているため、多くの交通の難所が存在しています。
主な交通の難所である「焼坂」、「久礼坂」は、高知自動車道（須崎西IC～四万十町中央IC）の開通により回避､
平成30年の片坂バイパスの開通により、交通の難所である「片坂」を回避できるようになりました。

やけざか

かたさか

く　れ　ざか

E56E56

E56

E56

E56

E56

E56

E55

112.8km

IC 

IC 

IC

112.8km

56

N

信頼性の高い緊急輸送道路の確保及び防災機能の強化
事業区間に並行する国道 56 号には、落石や法面崩壊などの発生が危惧される箇所が数多く存在。また、黒潮町では、南海

トラフ巨大地震の際に最大で34mの津波が想定され、唯一の幹線道路である国道56号の多くが浸水すると予測されています。
防災危険箇所や津波浸水区間を迂回するルートを整備することで、信頼性の高い緊急輸送道路が確保されるとともに
黒潮町新庁舎などの防災拠点と連絡することで防災機能を強化します。

＜並行する国道56号の防災危険箇所及び津波浸水区間＞ ＜黒潮町の防災拠点＞

道路整備に伴い通過する防災危険箇所が減少

N

E56

E56

窪川佐賀道路
（窪川工区）
延長 5.0km

四万十町西IC

黒潮大方IC

（仮）古津賀IC

黒潮町佐賀

黒潮町入野

四万十市右山

四万十町中央IC

四万十IC

片坂バイパス
延長 6.1km

（H30.11.17開通）

窪川佐賀道路
（佐賀工区）
延長 6.2km

佐賀大方道路
延長 14.0km

四万十町

黒潮町

四万十市

至宿毛市

至高知市

大方四万十道路
延長 7.9km

黒潮町内の
多くの地域が浸水

凡　例
一般国道（指定区間）
一般国道（指定区間外）
主要地方道
一般県道

事業中
防災危険箇所
津波浸水区間

凡　例
一般国道（指定区間）
一般国道（指定区間外）
主要地方道
一般県道

関連事業
防災危険箇所
津波浸水区間

再評価箇所

22 3

写
真
①

黒潮大方IC

四万十IC

（仮）古津賀IC

黒潮町役場

：津波予測域

56

H30.1.9 

【写真】災害対策本部（黒潮町新庁舎）周辺の状況
R1.10の台風9号で波をかぶる国道56号

56

56

N

国道56号※の
約7割が浸水
※）黒潮町佐賀～
四万十市右山の区間

写真①

黒潮拳ノ川IC

黒潮佐賀IC

黒潮上川口IC

事業概要2025

●黒潮町佐賀～四万十市右山間の津波浸水予測区間の延長

（現国道56号経由）

出典）【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測（H24.12.10公表）に基づく。

（黒潮佐賀IC～四万十IC経由）

【黒潮佐賀IC～四万十IC開通前】 17.5km

→【黒潮佐賀IC～四万十IC開通後】 　  0km

42

43

43

7

7

70
20
40
60
80

100
120

92

50

7 0

最大34mの
津波想定

（H15、17年度新直轄方式の指定L=17.7km）

事事
幡多地域の観光が活性化
四国8の字ネットワーク（片坂バイパス、中村宿毛道路等）の整備に伴い、沿線地域において観光施設が立地したり、
リニュアルオープンする等して、観光入込客数が増加傾向にあります。
沿線地域では国内外のクルーズ船も寄港しており、寄港中の乗客に向けたオプショナルツアーが用意される等、幡多
地域の観光活性化に寄与しています。

道路編

幡多地域のブランド魚の販路拡大を支援
四国８の字ネットワークの延伸により幡多地域から高知市への所要時間が短縮する中で、幡多地域では養殖マグロ
や 清水サバなどのブランド魚の出荷量が増加傾向にあります。
宿毛市では新たな水産加工場も新設され、地域ブランド魚の更なる販路拡大、商品価値向上に伴う地産外商が期待されます。

徳島自動
車道

高知
自動
車道

伊野IC

高知IC

高知竜馬空港

中村宿毛道路

関東方面へ関東方面へ

関西方面へ関西方面へ

高知県

徳島県

香川県

愛媛県

E56

E56

E32

E32

E55

E55

E30

E76

E11

E11

E11

E56

四国横断自動車道

須崎西IC～中土佐IC
④ H23.3開通④ H23.3開通

宿毛和田IC～平田IC
①R2.7開通

平田IC～間IC
②H14.9開通

間IC～四万十IC
③H21.3開通

中土佐IC～四万十町中央IC
⑤ H24.12開通⑤ H24.12開通

高知東部自動車道

高知JCT～高知南IC
⑦ R3.2開通⑦ R3.2開通

片坂バイパス

佐賀大方道路

窪川佐賀道路

大方四万十道路

⑥ H30.11開通⑥ H30.11開通

高知南IC～なんこく南IC
⑧ H27.3開通⑧ H27.3開通

なんこく南IC～高知竜馬空港IC
⑨ H28.4開通⑨ H28.4開通

高知県漁協
清水総括支所

すくも湾漁協
宿毛湾港工業流通団地

※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」を
　基に編集・加工したものである。
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片坂バイパスを利用して
関西方面へ清水サバを輸送

2019.11.5

（活魚車）

高速道路
一般国道
事業中
事業中

高速道路延伸による販路拡大に伴い、
宿毛市や大月町では水産加工場の新設
や誘致等の新事業が展開されている

水産加工場の誘致・新設

R5年春頃稼働予定（宿毛市）
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出典：宿毛市資料出典：マグロ養殖業者

出典：高知県漁協清水統括支所 955 
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出典：水産庁「国内のクロマグロ養殖実績について（速報値）」、農林水産省「海面漁業生産統計調査」 

出典：土佐清水市資料（県外出荷数） 高知県漁協清水統括支所、ワールド・ワンHP（関西・関東での取扱い店舗数
※県外出荷数（R2、R3）の減少はコロナ禍及び不漁によるもの
※取扱い店舗数はH27年以降の各年3月（H27は4月）の陸送・空輸の合計

高知県幡多郡大月町の養殖マグロ出荷重量

すくも湾漁協の
養殖ブリ加工出荷数

（年度）（年度）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

約190分

約118分

約94分

（分）
一般道のみ
利用

現　況

当該事業区間
整備後

約72分短縮

約24分短縮 四国8の字ネットワーク延伸に伴い
所要時間 約5割 短縮

所要時間の比較（宿毛和田IC→高知IC）所要時間の比較（宿毛和田IC→高知IC）
幡多地域から高知市への輸送路幡多地域から高知市への輸送路

ETC2.0プローブデータ（R3.10月混雑時）平均旅行時間より算出
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H14.9

R2.7

津島道路

宿毛港

あしずり港

宿毛内海
道路

道の駅
すくも

道の駅大月

大方あかつき館

佐賀大方道路
道の駅ビオスおおがた

道の駅なぶら土佐佐賀

窪川佐賀道路

道の駅あぐり窪川

宿毛市役所

道の駅メジカの里土佐清水

四万十市郷土博物館

御荘IC～
内海IC（仮称）
宿毛内海
道路
一本松IC～
御荘IC（仮称）

H14.9 H21.3 H30.11
片坂バイパス

大方四万十
道路

宇和島港

四国8の字ネットワークの整備
により、寄港中のツアーの
選択肢が多様化

高知
自動
車道

高知市

中村宿毛道路

宿毛内海道路
宿毛新港IC～
一本松IC
（仮称）

宿毛和田IC～
宿毛新港C
（仮称）

N

高速道路
凡　例

事業中
調査中
一般国道
高知市
幡多地域

現在の主なオプショナルツアー

沿線地域の観光施設
沿線地域の道の駅

四国8の字ネットワーク整備後
に期待されるツアー

凡　例

道の駅 なぶら土佐佐賀
平成26年4月オープン

（黒潮町）

観光関係者の声観光関係者の声
●幡多地域には、「四万十川」をはじめ、多くの観光名所が立地しています。四国8の字ネットワークが整備され、移動時間が
短縮されることで、遠方からの観光客の集客が期待されます。

●全線開通し圏域が拡大することで、主要都市からの観光客の増加も見込めるため、幡多地域の経済発展に大きく寄与すること
を期待しています。
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( ) 中村宿毛道路 開通
平田IC～宿毛和田IC

片坂バイパス 開通
幡多地域周辺におけるクルーズ船寄港数の推移

寄
港
回
数
（
回
）

※コロナ禍により
寄港数減少

出典：愛媛県「クルーズ船寄港情報」、高知県「客船等入港実績」
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中村宿毛道路 開通
四万十IC～間IC

片坂バイパス 開通

中村宿毛道路 開通
平田IC～宿毛和田IC

観光目的施設の立地により
幡多地域の観光客数が増加

沿線地域における観光入込客数の推移

※高知スカイヒルグランピングは、観光入込客数が不明のため対象外
出典：高知県県外観光客入込・動態調査報告書
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地域の拠点と観光施設となる
道の駅の利用が増加

中村宿毛道路 開通
四万十IC～間IC

片坂バイパス 開通

中村宿毛道路 開通
平田IC～宿毛和田IC

沿線地域における道の駅の観光入込客数の推移

出典：高知県県外観光客入込・動態調査報告書

道
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客
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）

〇今後も８の字ネットワークが延伸すれば、走行
時間が短くなる上に、急カーブのない道路を
スムーズに走り続けることができるので、気持ち
の面でも安心すると思います。

〇高規格道路を利用することで、走行時の揺れ等
による商品の割れ（身が弱くなる）の 影響が
小さくなり、商品価値の向上も期待できます。

水産関係者の声水産関係者の声



令和７年度 主な事業箇所

　橋梁補修
　 第１市野瀬橋（黒潮町）
　 第２市野瀬橋（黒潮町）

道路を良好な状態に保つことを目的として、以下の作業を行っております。

支承の補修例

講演の様子実習の様子

道路インフラの老朽化対策の本格実施に向け、地方公共団体の三つの課題（予算不足・人
不足・技術力不足）に対して、支援方策を検討するために「高知県道路メンテナンス会議」
を設置しています。
「高知県道路メンテナンス会議」では、
関係機関の連携による検討体制を整え、
課題の状況を継続的に把握・共有し、
効果的な老朽化対策の推進を図って
います。

自治体職員の技術力向上のため「現場支援セミナー」を開催自治体職員の技術力向上のため「現場支援セミナー」を開催

剪定・除草剪定・除草 側溝・排水管清掃側溝・排水管清掃

道路附属物点検道路附属物点検 除雪作業除雪作業

高知県道路メンテナンス会議高知県道路メンテナンス会議

法面の定期点検を行うととも
に、レーザープロファイラ調査
等、高度化された点検手法によ
り、危険個所の抽出を行い、
法面・盛土対策を行っています。

老朽化した橋梁、トンネルなどを定期的に点検し、
計画的・効率的に補修を行っています。

橋梁補修の事例

　トンネル補修
　 横浜トンネル（黒潮町）
　 井ノ岬トンネル（黒潮町）

事業概要2025

磯ノ川歩道

宿毛和田IC
平田IC

間IC

四万十IC

古津賀IC
（仮称）

黒潮
大方IC

黒潮
上川口IC

黒潮佐賀IC

黒潮
拳ノ川IC

四万十町西IC

四万十町中央IC

四万十町東IC

いそのかわ

押ノ川歩道
おしのかわ

拳ノ川歩道
こぶしのかわ

灘歩道

具同歩道
ぐ どう

なだ

古津賀交差点
こ つ か

事業箇所　平面図
令和7年度 主な事業箇所

歩道整備
 拳ノ川（黒潮町）
 灘（黒潮町）
 具同（四万十市）
 磯ノ川（四万十市）
 押ノ川（宿毛市）

交差点改良
 古津賀交差点（四万十市）

押ノ川歩道

磯ノ川歩道

具同歩道

灘歩道

拳ノ川歩道古津賀交差点

道路編

利用者の安全な歩行空間の確保を目的として、歩道等の整備を行います。

防護柵（ガードレール、ガードパイプ）、路面標示等の安全施設の整備を行います。

路面標示整備イメージ防護柵（ガードパイプ）整備イメージ
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清掃活動 花植え

　活動実施者、市町村、道路管理
者の 3 者が協力して道路の清掃
や緑化、美化等の活動を通じて、
地域の道づくりを行います。
（令和 5年 4月現在：22団体）

道路編

　四万十かいどうは四万十川や足摺宇和海の豊かな自然を
「四万十 山・川・海」と表現し、国道 56 号、197 号、321 号、
441 号等を中心に、地域住民、商工会議所と行政が連携し、
観光交流人口の増加を目的として、地域の魅力を全国に
紹介し、四万十川や足摺宇和海を中心とした歴史・文化・
自然を活かした地域づくりをすすめます。

日本最後の清流“四万十川”の中・下流域を巡る
総延長110㎞の道

黒潮に洗われた隆起海岸（足摺宇和海国立公園）などを巡る
総延長80㎞の道

黒潮海流を望む土佐湾と四万十川の中流域を巡る
総延長70㎞の道

四万十川の源流部の堂が森、渓谷を巡る
総延長130㎞の道



2台

1台

2台

1台

3台

1台バス型 ベッド数4

1.2ｋW×6灯（LED）20.3m

2ｋW×６灯（ITV付）20.3m

60（30）㎥/min 高揚程軽量水中ポンプ

30㎥/min 軽量水中ポンプ

30（15）㎥/min 高揚程軽量水中ポンプ

自走式

トラス2車線 50ｍ

トラック型

排水ポンプ車

1台

1橋

1台

1組

1組

1組

土のう造成機

応急組立橋

衛星通信車（Ku-SATⅡ）

可搬型衛星通信装置（Ku-SATⅡ）

5GHz無線アクセスシステム

公共ブロードバンド
　　移動通信システム（公共BB）

照明車

待機支援車

機械（機器）名 規　　　　格 保有台数 機械（機器）名 規　　　　格 保有台数
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広域道路啓開のための「進出ルート」

中村河川国道事務所では、高知県、土佐国道事務所と連携して南海トラフ地震発生
直後の負傷者の救援救出や、応援物資などの受け入れを迅速に行えるように、優先して
通行を確保すべき防災拠点やそこに至るルート、啓開を行う建設業者などを定めた
「高知県道路啓開計画」を平成28年2月に策定しました。
当事務所管内では、道路啓開計画などに関する情報共有を図ることを目的として

「高知県南海トラフ地震対策推進会議（幡多地域）」を平成28年3月に設立し、幡多地域の
建設業協会各支部や市町村、関係機関との勉強会を実施するとともに、「高知県道路啓開
手順書（案）」に基づいた各種訓練を実施しております。

けいかい

　 南海トラフ地震発生の際に四国内で優先的に道路啓開を行う　
「進出ルート」を設定した「四国おうぎ(扇)作戦」を進めています。 

大規模災害時に迅速な応急復旧を行う体制づくり 



令和7年度事業費

※河川調査費、道路調査費、付帯工事費、建設機械整備費は含まない。
※上表の他に河川維持修繕費は四国全体で７，０１９百万円（ヘリ更新費込み）である。
※上表の他に道路維持管理費は四国全体で２４，６５８百万円（除雪、建設機械込み）である。

117.6km
（自動車専用道路28.8km含む）

建設専門官（電気通信）建設専門官（電気通信）

建設専門官（道路調査）建設専門官（道路調査）

建設監督官 ２名建設監督官 ２名

建設専門官（契約・経理）建設専門官（契約・経理）

事業対策官（道路）事業対策官（道路）

副所長（道路）副所長（道路）

副所長（河川）副所長（河川）

副所長（事務）副所長（事務）

河川の工事・管理・
維持関係、河川に
関する許認可関係

道路の工事・管理
交通安全関係、維持関係、
道路に関する許認可関係

道路の工事・管理
交通安全関係、維持関係、
道路に関する許認可関係

佐賀大方監督官詰所

佐賀 ： 0880-44-1475
大方 ： 0880-44-1476

建設専門官（用地）建設専門官（用地）

河川事業
985

河川事業
985

161161

環境整備
事業費
環境整備
事業費

824824
河川改修費

407407

10,28110,281

交通
安全費
交通
安全費

道路改築費等道路改築費等

道路事業
10,688
道路事業
10,688

（5～10分間で更新しています）
道路気象
道路画像
通行規制

https://www.road-info-prvs.mlit.go.jp

大正 11 年  4 月 直轄改修河川に編入決定、
     測量調査開始
昭和  4 年  4 月 直轄河川改修事業に着手
 38 年  2 月 中筋川背割堤工事完了
 40 年  4 月 一級水系に指定、
     渡川工事実施基本計画策定
 48 年  4 月 後川上流3.00km直轄区域に編入
 49 年  4 月 中筋川上流4.76km直轄区域に編入
 54 年  8 月 津蔵渕水門完成
 58 年  3 月 渡川工事実施基本計画改定
 58 年  4 月 中筋川ダム建設開始
 61 年  9 月 有岡排水機場完成
平成 元 年  3 月 耳切堤防完成
  2 年  3 月 渡川水系河川環境管理基本計画策定
  4 年  3 月 坂本護岸竣工(NTT―A型事業)
  6 年  7 月 四万十川名称変更
 10 年  8 月 中筋川ダム竣工
 11 年  3 月 実崎樋門完成
 11 年  4 月 中筋川ダム管理開始
 13 年 12 月 中筋川河川整備計画策定
 14 年  3 月 山路川堤防完成
 14 年  6 月 四万十川防災ステーション完成
 15 年  6 月 一級河川後川床上浸水対策
     特別緊急事業竣工
     (川家川、藤排水機場完成)
 16 年 12 月 間堤防完成
 18 年  3 月 中村堤防完成
 19 年 12 月 田野川堤防完成
 21 年  2 月 渡川水系河川整備基本方針策定
 27 年  2 月 渡川水系河川整備計画策定
 27 年  3 月 不破堤防完成
 30 年 11 月 具同入田堤防完成
令和  2 年  6 月 横瀬川ダム管理開始
  5 年  6 月 楠島川排水樋門完成
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昭和 37 年  5 月 56号一級国道に昇格
 39 年  4 月 56号一次改築事業に着手
 44 年  4 月 56号直轄管理開始(浮鞭～宿毛間)延長43km
 46 年  4 月 56号片坂の開通　延長2.9km
 47 年  4 月 56号全線直轄管理　延長88.7km
 50 年  4 月 56号中村市改良暫定開通　延長3.0km
 53 年  3 月 56号窪川バイパス開通　延長2.0km
 58 年 11 月 197号高岡地区梼原工区開通　延長7.2km
 61 年  3 月 197号高岡地区布施ヶ坂工区開通　延長440m
 62 年  3 月 56号伊与喜局改開通　延長780m
平成  2 年  3 月 56号宿毛バイパス暫定開通　延長2.8km
  3 年 10 月 197号高岡地区布施ヶ坂工区全線開通
  4 年  2 月 56号逢坂局改開通　延長800m
  5 年  3 月 56号宿毛バイパス暫定開通　延長1.1km
  9 年 11 月 440号地芳道路一部開通　延長300m
 11 年  3 月 56号佐賀改良一部開通　延長200m
 12 年  3 月 56号佐賀改良一部開通　延長300m
 14 年  3 月 56号佐賀改良開通　延長1.7km
 14 年  8 月 56号中村宿毛道路一部開通　延長750m
 14 年  9 月 56号中村宿毛道路開通(間IC～平田IC間)延長10.5km
 17 年  3 月 56号中村宿毛道路(上の土居～九樹間一部4車化)延長2km
 18 年 12 月 440号地芳道路一部開通　延長1.3km
 19 年  8 月 56号中村宿毛道路一部開通　延長500m
 19 年 11 月 440号地芳道路一部開通　延長1.6km
 21 年  3 月 56号中村宿毛道路一部開通
     (四万十IC～間IC間)延長6.1km
 21 年 11 月 56号中村宿毛道路一部開通　延長700m
 22 年  3 月 56号中村宿毛道路一部開通　延長400m
 22 年 11 月 440号地芳道路開通　延長4.0km
 24 年 12 月 四国横断自動車道開通
     (中土佐IC～四万十町中央IC間)延長14.8km
 30 年  1 月 56号大方改良一部開通　延長0.6km
 30 年 11 月 56号片坂バイパス開通　延長6.1km
 31 年  3 月 56号大方改良全線開通　延長2.6km
令和  2 年  7 月 56号中村宿毛道路全線開通　延長23.2km
     (平田IC～宿毛和田IC間)延長7.6km
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